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第４号様式（第１０条関係） 

会   議   録 （要 旨） 

会 議 名 第４回 武蔵村山市社会教育委員会議 

開 催 日 時 平成２３年１１月３０日（火） 午前１０時００分 ～ １１時３０分 

開 催 場 所 さくらホール（市民会館）研修室 

出 席 者 及 び 

欠 席 者 

出席者:（委員）淺井議長、白戸委員、田中委員、岡本委員、栗原委員、

奥野委員 

（事務局）生涯学習スポーツ担当部長、生涯学習スポーツ課主査・主事 

欠席者: 河原塚副議長、池谷委員、加藤委員、滝坂委員 

議 題 学校支援地域本部事業について 

結 論 
（決定した方針、残さ

れた問題点、保留事項

等を記載する。） 

次回会議までに報告書案（最終稿）を作成する。 

審 議 経 過 
（主な意見等を原則と

して発言順に記載し、

同一内容は一つにまと

める。） 

報告事項１ 第３回武蔵村山市社会教育委員会議会議録について 

 事務局より別紙に沿って説明 

報告事項２ 平成２３年度社会教育委員会議起草会議について 

 事務局より会議資料に沿って説明 

報告事項３ 平成２３年度都市社連協第２ブロック研修会について 

 講演会参加者より会議資料に沿って説明 

報告事項４ コミュニティスクール講演会について 

 講演会参加者より会議資料に沿って説明 

報告事項５ 平成２３年度都市社連協交流大会について 

 事務局より資料１に沿って説明 

報告事項６ その他 

 議長より都市社連協のアンケートに沿って説明 

議題 学校支援地域本部事業について 

事務局より資料２について説明。 

（議 長）今日の会議は細かい文言についてではなくおおまかな内容を話

し合う。細かい文言については、本日の資料を持ち帰り次回ま

でに考えるようにする。 

     この事業の大きな柱はコミュニティスクールを支える立場にな

ることである。人材派遣するなどコミュニティスクールで必要

な部分を学校支援地域本部事業で支えていけるようにする。も

う一つは、生涯学習の観点から地域の方々が学校で活躍できる

場を設ける。最後にもう一つ、人材の育成を重視する。この３

つを柱として考えていく。 

＜報告書案に沿って議長より経緯を説明＞ 

（委 員）学校が地域の中心である。なにをしても学校との関連が大切で

ある。今回の震災で地域との関連を改めて考えた人も多いので

はないか。 

（委 員）これからは地域の時代である。日本がよくなるためには、地域

が良くなることが第一である。地域が良くなると犯罪が減る、

その地区の教育レベルも上がる、そうなると住みやすい地域に

なる。 

（議 長）学校は大変だと思うが、学校が地域をまとめている感じがあ

る。そこで地域間の交流がある。 
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（委 員）そのために負担を軽減させる能力を持つのが、この学校支援地

域本部事業である。 

（委 員）被災地に行ったとき話を聞いたが、地域のちからによって助か

った声が多かった。このような点からも地域は重要である。 

（議 長）うまくいけば地域活性化につながるのである。 

（委 員）予算措置については触れていないがどのように考えているの

か。 

（事務局）実施計画に基づき作成していくものであり、今回の答申を通じ

検討していきたい。社会教育委員の方々には方向性を見出して

いただけるとありがたい。 

（委 員）今ある、学校教育というのに社会教育分野が入ってくることは

かなり大変なことである。新しいことを始めるということは、

かなりの力が必要である。この事業を進めるにあたってはこれ

だというものをつくる必要がある。 

（議 長）今回の資料を持ち帰り、次回会議までになにかあれば事務局ま

で報告する。次回会議には、最終稿を提出し報告書を作成す

る。 

次回の会議日程について 

委員の日程調整の結果、２月９日（木）に決定する。 
 

会議の公開・ 

非 公 開 の 別 

■公  開                傍聴者：  ０  人 

□一部公開 

□非 公 開 

 ※一部公開又は非公開とした理由 
 

 

会議録の開示・ 

非 開 示 の 別 

■開  示 

□一部開示（根拠法令等：                   ） 

□非 開 示（根拠法令等：                   ） 
 

庶 務 担 当 課 教育委員会 教育部 生涯学習スポーツ課（内線：６５２） 

（日本工業規格Ａ列４番） 

 


